
『ソクラテスの弁明』

要約マップ

1. 倫理的リーダーシップ
    と自己認識

ソクラテスの裁判

アテネの陪審制度 500人の陪審員が裁判を担当

主な訴え 不敬罪と青年の堕落の責任

哲学と無知の認識

デルフォイの神託 ソクラテスが最も賢いとの神託

無知の自覚: 知ることの始まりは自己の無知を認めること

自己認識と公正

公平な裁判への期待 真実に基づいた公正な判断を求める

ソクラテスの直言 曲げられない倫理観と真実への追求

2. 問い続けることの価値

知識への探求

無知の受け入れ 他人との対話を通じて自己の無知を認識

知恵の追求 真実を探究するための質問と反省

社会への影響

敵の生成 知恵の探究が多くの敵を生む原因に

青年との関係 青年たちがソクラテスの方法を模倣

知的自由の追求

思考の自由 疑問を持ち、既存の信念を問い直す重要性

知的好奇心

学び続けることの価値と生涯学習の推進

3. 社会的責任と個人の信念

ソクラテスの防御

神々への信仰
アテネの公式な神々への信仰と

個人的な神託の導き

青年への影響 青年を堕落させたという訴えへの対抗

神託と自己認識

デルフォイの神託の探求
ソクラテスは神託の意味を

理解しようと試みる

知恵の基準 真の知恵は自己の無知を認識すること

死刑判決とその後の反応

死刑判決の受け入れ

ソクラテスは死刑を受け入れ、
自らの生き方を擁護

生涯への反省 裁判と死刑に対する後悔の否定


